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改
選
後
の
新
し
い
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　
10
月
６
日
に
第
２
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
大
仙
市
議
会
第
７
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
議
長
と
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
へ
の
立
候
補
者
が
１
名
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
臨
時
議
長
の
指
名
推
選
に
よ
り
後
藤
健た
か
し

議
員
が
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
副
議
長
も
、
立

候
補
者
が
１
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
長
の
指
名
推
選
に
よ
り
、
大
山
利
吉
議
員
が
副
議
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
追
加
提
案
さ
れ
た
議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
、
橋
村
誠
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
日
ご
ろ
よ
り
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
般
開
催
さ
れ
た
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
改
め

て
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
大
仙
市
は
今
年
、
市
町
村
合
併
か
ら
20
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
20

年
、
各
地
域
が
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
止
ま
ら
ぬ
人
口
減
少
に
物
価
の
高
騰
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
、

公
共
施
設
の
維
持
運
営
な
ど
大
仙
市
が
抱
え
る
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
議
員
一
人
一

人
が
議
員
と
し
て
、
議
会
が
議
会
と
し
て
の
責
務
を
し
っ
か
り
と
果
た
す
こ
と
で
、
そ
れ
ら
諸

課
題
の
解
決
と
、
明
る
く
豊
か
な
大
仙
市
の
未
来
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
仙
市
議
会
に
対
し
て
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て

叱し
っ
た咤
激
励
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就
任
に
当
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

（
議
長　
後
藤　
健
）

議
会
選
出
監
査
委
員

　
橋
村　
　
誠

議
会
運
営
委
員
会

◎
佐
藤　
育
男

〇
髙
橋　
徳
久

　
菊
地　
　
伸

　
秩
父　
博
樹

　
青
柳　
友
哉

　
本
間　
輝
男

　
山
谷　
喜
元

　
佐
藤　
芳
雄

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

◎
挽
野　
利
恵

〇
菊
地　
　
伸

　
小
笠
原
昌
作

　
高
橋　
智
也

　
佐
藤　
芳
則

　
佐
藤　
隆
康

　
青
柳　
友
哉

　
髙
橋　
徳
久

議
会
改
革
推
進
会
議

　
小
笠
原
昌
作

　
高
橋　
智
也

　
挽
野　
利
恵

　
佐
藤　
芳
則

　
門
脇　
智
宏

　
青
柳　
友
哉

　
古
谷　
武
美

　
本
間　
輝
男

議
員
定
数
等
検
討
会
議

小
須
田
逸
子　
　
佐
藤　
芳
則

佐
藤　
文
子　
　
安
達　
成
年

菊
地　
　
伸　
　
佐
藤　
隆
康

小
笠
原
昌
作　
　
古
谷　
武
美

挽
野　
利
恵　
　
橋
本　
琢
史

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員

後
藤　
　
健　
　
髙
橋　
徳
久

秩
父　
博
樹　
　
佐
藤　
育
男

安
達　
成
年　
　
山
谷　
喜
元

青
柳　
友
哉　
　
橋
村　
　
誠

　大
仙
美
郷
介
護
福
祉
組
合
議
会
議
員

大
山　
利
吉　
　
佐
藤　
芳
雄

高
橋　
智
也　
　
後
藤　
　
健

佐
藤　
隆
康

秋
田
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

後
藤　
　
健

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

石
塚　
　
柏　
　
山
谷　
喜
元

　青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

秩
父　
博
樹

都
市
計
画
審
議
会
委
員

安
達　
成
年　
　
高
橋　
敏
英

橋
本　
琢
史

議
会
の
構
成
［
◎
委
員
長 

○
副
委
員
長
］　

議
長
就
任
あ
い
さ
つ 議　長

後 藤　 健

副議長
大 山 利 吉
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会
派
の
構
成

［
◎
代
表　
○
副
代
表
］

だ
い
せ
ん
の
会
（
７
人
）

◎
髙
橋　
徳
久　
　
古
谷　
武
美

○
佐
藤　
芳
雄　
　
橋
村　
　
誠

　
高
橋　
敏
英　
　
石
塚　
　
柏

　
高
橋　
智
也

た
す
き
の
会
（
６
人
）

◎
山
谷　
喜
元　
　
後
藤　
　
健

　
橋
本　
琢
史　
　
青
柳　
友
哉

　
門
脇　
智
宏　
　
佐
藤　
隆
康

　け
や
き
の
会
（
５
人
）

◎
佐
藤　
育
男　
　
佐
藤　
芳
則

○
大
山　
利
吉　
　
本
間　
輝
男

　
安
達　
成
年

公
明
党
（
２
人
）

◎
秩
父　
博
樹　
　
挽
野　
利
恵

日
本
共
産
党
（
１
人
）

◎
佐
藤　
文
子

市
民
ク
ラ
ブ
（
１
人
）

◎
菊
地　
　
伸

参
政
党
（
１
人
）

◎
小
須
田
逸
子

新
政
会
（
１
人
）

◎
小
笠
原
昌
作

常
任
委
員
会
の
構
成
［
◎
委
員
長 

○
副
委
員
長
］　

◎
橋
本 

琢
史

（
た
す
き
の
会
）　
青
柳 
友
哉

（
た
す
き
の
会
）

　
古
谷 

武
美

（
だ
い
せ
ん
の
会
）

　
大
山 

利
吉

（
け
や
き
の
会
）

〇
佐
藤 

芳
則

（
け
や
き
の
会
）　

本
間 

輝
男

（
け
や
き
の
会
）

　
小
笠
原 

昌
作

（
新
政
会
）

●
総
務
部
、
企
画
部
、
会
計
管
理
者
、
監
査

委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
所
管
に
属
す

る
事
項
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会

◎
石
塚　

 

柏

（
だ
い
せ
ん
の
会
）　
高
橋 

智
也 

（
だ
い
せ
ん
の
会
）

〇
山
谷 
喜
元

（
た
す
き
の
会
）　
秩
父 

博
樹

（
公
明
党
）

　
小
須
田 

逸
子

（
参
政
党
）

　
高
橋 

敏
英

（
だ
い
せ
ん
の
会
）

　
菊
地　
伸

（
市
民
ク
ラ
ブ
）　
後
藤　
健

（
た
す
き
の
会
）

●
市
民
部
、
健
康
福
祉
部
、
こ
ど
も
未
来

部
、
教
育
委
員
会
事
務
局
、
市
立
大
曲
病

院
の
所
管
に
属
す
る
事
項
の
審
査
を
行
い

ま
す
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

◎
安
達 

成
年

（
け
や
き
の
会
）　
門
脇 

智
宏

（
た
す
き
の
会　
）

〇
佐
藤 

隆
康

（
た
す
き
の
会
）　
髙
橋 

徳
久

（
だ
い
せ
ん
の
会
）

　
佐
藤 

文
子

（
日
本
共
産
党
）　
佐
藤 

育
男

（
け
や
き
の
会
）

　
挽
野 
利
恵

（
公
明
党
）　
橋
村 　
誠

（
だ
い
せ
ん
の
会
）

●
農
林
部
、経
済
産
業
部
、観
光
文
化
ス
ポ
ー

ツ
部
、
建
設
部
、
上
下
水
道
局
、
農
業
委

員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
の
審
査
を
行

い
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
佐
藤 
芳
雄

（
だ
い
せ
ん
の
会
）
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今号では
この中から
４つをPick up

●　
　
　
　
　
　

 

議
案
審
議
●

第
３
回
定
例
会

第
２
回
臨
時
会

大
仙
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　
全
て
の
議
案
名
と
審
議
結
果
は
、
大
仙
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
２
回
臨
時
会　
会
期
１
日
間　
10
月
6
日

第
３
回
定
例
会　
会
期
28
日
間　
８
月
22
日
～
9
月
18
日

令和 7 年
第３回定例会

令和 7 年
第２回臨時会

議案の審議結果

第３回定例会
　人事案………………　5 件
　条例案………………　5 件
　単行案………………　7 件
　補正予算案…………　6 件
　決算認定…………… 19 件
　陳情…………………　4 件
　意見書案……………　3 件

第２回臨時会
　人事案………………　1 件

令
和
７
年
４
月
か
ら
の
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に
加
え
、
10
月
か

ら
は
小
学
校
の
給
食
費
も
無
償
化
し
ま
す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど

の
理
由
で
弁
当
を
持
参
し
て
い
る
児
童
や
、
市
外
の
学
校
等
に
通
う

児
童
に
は
、
保
護
者
に
対
し
て
給
食
費
相
当
額
を
補
助
金
と
し
て
交

付
し
ま
す
。

QA
小
学
校
の
学
校
給
食
無
償
化

に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
お
よ
び

今
後
の
国
の
動
向
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。

今
後
の
国
の
動
向
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
は
詳
し
い
情
報
は

な
い
が
、
小
学
生
の
学
校
給
食

無
償
化
に
つ
い
て
は
庁
内
の

子
育
て
支
援
制
度
等
検
討
会

議
な
ど
で
協
議
さ
れ
た
結
果

で
あ
る
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

〈
議
案
第
81
号
〉
令
和
７
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

〈
議
案
第
82
号
〉
令
和
７
年
度
大
仙
市
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

Pick up 1
小
学
校
の
給
食
費
も

10
月
か
ら
無
償
化
し
ま
す
。
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物
価
高
騰
が
続
く
中
、
経
済
的
な
理
由
で
エ
ア

コ
ン
の
購
入
が
困
難
な
世
帯
を
対
象
に
、
熱
中

症
に
よ
る
健
康
被
害
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
市
内
に
居
住
し
、
世
帯
員

全
員
が
住
民
税
非
課
税
ま
た
は
生
活
保
護
を
受

給
し
て
い
る
世
帯
で
す
。

昨
今
の
急
激
な
米
価
上
昇
に
よ
り
経
営
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

る
市
内
の
酒
造
業
者
や
味み

そ噌
・
醤し
ょ
う
ゆ油
業
者
を
対
象
に
、
経
営
の
維
持
・

安
定
を
図
る
た
め
、
令
和
７
年
産
原
料
米
の
仕
入
高
騰
分
の
一
部
を

支
援
し
ま
す
。

〈
議
案
第
81
号
〉
令
和
７
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

Pick up 3
熱
中
症
予
防
の
た
め
に

エ
ア
コ
ン
購
入
費
を
助
成
し
ま
す
。

〈
議
案
第
81
号
〉
令
和
７
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

Pick up 4
酒
造
業
者
等
に

原
料
米
高
騰
支
援
を
行
い
ま
す
。

「熱中症予防エアコン購入支援事業」
について詳しくはこちら

QA
県
の
補
助
金
（
３
分
の
１
以

内
）
分
に
つ
い
て
、
土
地
改
良

区
と
農
家
・
水
利
組
合
の
補
助

金
申
請
方
法
の
違
い
に
つ
い

て
伺
う
。

土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
施

設
に
つ
い
て
は
土
地
改
良
区

が
直
接
県
へ
申
請
す
る
。
土
地

改
良
区
以
外
の
農
家
・
水
利
組

合
に
つ
い
て
は
、
市
で
予
算
化

す
る
た
め
、
市
が
直
接
申
請
を

い
た
だ
い
て
補
助
金
交
付
す

る
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

令
和
７
年
８
月
19
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
農
地
・
農
業
用
施
設
が
被

災
し
た
こ
と
を
受
け
、
復
旧
に
当
た
る
農
家
の
負
担
を
軽
減
し
、
経

営
の
安
定
を
支
援
す
る
た
め
、
復
旧
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

〈
議
案
第

116
号
〉
令
和
７
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

Pick up 2
大
雨
被
害
を
受
け
た
農
家
を

支
援
し
ま
す
。

大雨により崩落した畦
けいはん

畔
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９
月
４
日
、
５
日
、
８
日
に
各
委
員
会
で
令
和
６

年
度
決
算
の
審
査
が
行
わ
れ
、
９
月
18
日
の
本
会
議

で
全
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
の
主
な
審
査
意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〇
庁
舎
整
備
基
金
の
積
立
に
つ
い
て
は
、
必
要
と
な

る
経
費
を
で
き
る
限
り
早
期
に
具
体
化
し
、
そ
の
水

準
を
踏
ま
え
て
積
み
立
て
を
行
わ
れ
た
い
。

〇
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て
は
、
文
書
整
理
完
了
の

目
標
年
限
に
向
け
、
効
率
的
な
作
業
体
制
を
模
索
し

つ
つ
進
め
ら
れ
た
い
。
あ
わ
せ
て
、
古
文
書
等
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
将
来
、
保

管
容
量
が
不
足
す
る
場
合
に
備
え
た
対
応
に
つ
い
て

も
検
討
さ
れ
た
い
。

〇
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞

き
取
り
な
ど
に
よ
る
調
査
を
継
続
し
、
変
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
適
宜
、
交
通

体
系
の
見
直
し
に
反
映
さ
れ
た
い
。
住
民
の
共
助
に

よ
る
移
動
支
援
に
つ
い
て
は
、
完
全
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
継
続
が
難
し
く
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
報
酬
な
ど
の
必
要
経
費

を
踏
ま
え
た
適
切
な
利
用
者
負
担
を
念
頭
に
、
仕
組

み
づ
く
り
を
検
討
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
観
光
部
局
と

連
携
し
、
観
光
客
の
移
動
利
便
性
を
高
め
る
取
組
を

戦
略
的
に
進
め
ら
れ
た
い
。

〇
移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
移
住
者
を

呼
び
込
む
だ
け
で
は
な
く
、
移
住
し
て
定
住
し
た
方

を
含
め
、
既
に
大
仙
市
に
居
住
し
て
い
る
方
々
に
住

み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
組
も

あ
わ
せ
て
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
庁
内
で

連
携
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
次
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
反
映
さ
れ
た
い
。

〇
債
権
管
理
に
つ
い
て
は
、
収
納
率
や
取
立
額
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
目
標
を
達
成
す
る
と
と
も
に
過

去
最
高
値
を
更
新
し
た
ほ
か
、
県
内
市
町
村
と
比
較

し
て
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
お
り
、
市
の
財
源
確

保
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
引
き

続
き
、
令
和
７
年
度
か
ら
開
始
し
た
収
納
支
援
業
務

委
託
の
成
果
も
検
証
し
な
が
ら
、
適
正
か
つ
効
果
的

な
債
権
管
理
を
、
よ
り
一
層
進
め
ら
れ
た
い
。

〇
決
算
事
業
説
明
書
に
つ
い
て
は
、
事
業
費
の
具
体

的
な
内
訳
が
十
分
に
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
見
受

け
ら
れ
る
。
事
業
の
妥
当
性
や
費
用
対
効
果
を
適
切

に
評
価
し
、
議
会
審
査
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、

今
後
は
、
必
要
に
応
じ
て
事
業
費
内
の
主
要
経
費
の

内
訳
を
示
し
提
出
さ
れ
た
い
。

〇
「
農
業
と
食
」
活
性
化
推
進
事
業
に
お
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
の
結

果
か
ら
生
ま
れ
た
事
業
効
果
や
成
果
に
つ
い
て
の

チ
ェ
ッ
ク
、
検
証
が
足
り
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
も
、
事
業
実
施
後
の
変

化
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
検
証
を
検
討
さ
れ
た
い
。

〇
「
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
費
」

に
つ
い
て
、
土
壌
づ
く
り
や
人
材
づ
く
り
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
事
業
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評
価
す
る

が
、
こ
の
事
業
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
活
動
や
情
報
発
信
が

肝
と
な
っ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
や
っ

令和６年度 会計別決算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
会　計　名 歳入（収入） 歳出（支出）

一般会計 53,948,404,955 51,573,794,912

特
別
会
計

国民健康保険事業 7,921,268,214 7,765,020,477
後期高齢者医療 1,139,961,751 1,139,651,551
学校給食事業 1,151,588,590 1,151,230,080
奨学資金 36,336,272 25,248,006
企業団地整備事業 469,690,793 469,690,793
スキー場事業 156,792,582 155,194,582
太陽光発電事業 165,827,366 152,247,119
小水力発電事業 855,297 855,297
財産区（６地区） 28,465,416 8,636,017

企
業
会
計

市立大曲病院事業 収益的収支 971,085,165 926,391,771
資本的収支 99,404,000 160,093,664

上水道事業 収益的収支 875,054,255 763,156,775
資本的収支 52,773,410 418,902,750

簡易水道事業 収益的収支 1,268,414,862 1,062,966,517
資本的収支 376,632,500 1,035,128,775

下水道事業 収益的収支 3,420,792,609 2,783,805,573
資本的収支 1,585,337,130 2,491,107,897

合　　計 73,668,685,167 72,083,122,556
※企業事業について、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしています。

令
和
６
年
度
決
算
を
認
定

総
務
企
画
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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た
結
果
、
ど
う
い
っ
た
反
応
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
も
事
業
説
明
書
に
記
載
す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

〇
「
大
仙
市
産
地
酒
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
費
」

に
つ
い
て
、
酒
米
等
の
原
材
料
高
騰
に
よ
る
市
産
地

酒
の
値
上
が
り
に
よ
り
、
酒
蔵
の
経
営
も
苦
慮
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
輸
出
と
な
れ
ば
さ
ら
に
コ
ス
ト

高
が
見
込
ま
れ
る
。
大
仙
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
有

効
な
取
組
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
こ
の
事
業
を

継
続
す
る
場
合
は
、
市
内
酒
蔵
と
も
よ
く
協
議
さ
れ

事
業
を
進
め
ら
れ
た
い
。

〇
屋
内
も
屋
外
も
含
め
て
市
内
全
て
の
体
育
施
設
が

今
後
も
現
状
の
ま
ま
存
続
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で

あ
る
と
考
え
る
。
少
子
化
・
人
口
減
少
も
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
地
域
性
に
意
を
配
し
つ
つ
、
体
育
施

設
や
温
泉
施
設
な
ど
分
野
を
越
え
た
市
全
体
の
最
適

な
施
設
配
置
を
目
指
す
将
来
構
想
を
ま
と
め
る
時
期

に
来
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
施
設
を
廃
止
す
る
こ

と
は
当
然
地
元
住
民
の
方
々
か
ら
の
反
対
も
あ
ろ
う

か
と
思
う
が
、
い
つ
か
は
誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
今
後
検
討
さ
れ
た
い
。

〇
公
営
住
宅
に
つ
い
て
、
入
居
募
集
を
実
施
し
て
も

応
募
者
が
お
ら
ず
、
空
き
住
戸
が
発
生
し
て
い
る
現

状
に
つ
い
て
何
か
し
ら
の
対
策
を
施
す
べ
き
と
考
え

る
。
現
在
募
集
期
間
は
区
切
っ
て
行
っ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
住
宅
使
用
料
は
市
に
と
っ
て
も
収
入
と

な
る
こ
と
か
ら
、
入
居
募
集
を
常
時
す
る
こ
と
が
事

務
手
続
き
上
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
可
能
な
限
り
募

集
す
る
機
会
を
増
や
し
、
空
き
住
戸
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
議
案
第
96
号
「
令
和
６
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
」
に
対
し
、
次
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

令和７年第３回定例会 賛否一覧

　　会派・議員名　

　

　議案等名

議
決
結
果

大地の会 だいせんの会 新政会 公明党
市
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

鎌
田
　
　
正

金
谷
　
道
男

大
山
　
利
吉

佐
藤
　
育
男

後
藤
　
　
健

山
谷
　
喜
元

安
達
　
成
年

青
柳
　
友
哉

高
橋
　
敏
英

佐
藤
　
芳
雄

古
谷
　
武
美

石
塚
　
　
柏

橋
村
　
　
誠

髙
橋
　
徳
久

戸
嶋
貴
美
子

渡
邉
　
秀
俊

小
松
　
栄
治

小
笠
原
昌
作

橋
本
　
琢
史

本
間
　
輝
男

秩
父
　
博
樹

挽
野
　
利
恵

佐
藤
　
隆
盛

佐
藤
　
文
子

議案第９６号　令和６年度大仙市一般会計歳入
歳出決算の認定について

認
定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

陳情第５６号　「選択的夫婦別姓制度の導入を求
める意見書」採択に関する陳情書

不
採
択
● ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ○ 議長 ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

陳情第６１号　再審法改正（刑事訴訟法の一部
改正）の意見書の採択を求める陳情書の陳情項
目のうち、２つ目の「再審開始決定に対する検察
の不服申し立てを禁止すること。」の部分

不
採
択
● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● 議長 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

陳情第６３号　水路の護岸の修復に関する陳情
不
採
択
● ● 退 ● ● ● ● ● ● ● 議長 ● ● ● ● ● ● ● ● 退 ● ● ○ ○

意見書案第２５号　選択的夫婦別姓制度の導入
を求める意見書

否
決 ● ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ○ 議長 ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

賛成者は○、反対者は●、退席者は「退」とします。議長は採決に加わりません。

第
３
回
定
例
会
で
討
論
さ
れ
た

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

佐
藤　
文
子　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
予
算
審
議
の
際
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

移
行
経
費
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
推
進
予
算

は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
反
対
し
た
。
本
決
算
は
そ

の
執
行
で
あ
り
、
承
認
で
き
な
い
。
行
政
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
や
マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
情
報
漏
え
い
へ
の

不
安
を
払ふ
っ
し
ょ
く拭で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
マ
イ
ナ
保
険

証
へ
の
一
本
化
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
確
認
す
る
証

明
書
が
９
種
類
以
上
混
在
し
、
事
務
も
煩
雑
と
な
っ

て
い
る
。
現
行
保
険
証
の
利
用
停
止
の
撤
回
が
急
務

で
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
が
事
実
上
強

制
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
納
得
で
き
な
い
。

安
達　
成
年　
議
員
（
大
地
の
会
）

　
市
民
要
望
に
応
え
つ
つ
、
基
金
積
み
増
し
や
順
調

な
市
債
償
還
を
行
っ
て
お
り
、
財
政
は
健
全
に
維
持

さ
れ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、
重
点
施
策

に
も
着
実
に
取
り
組
み
、
決
算
額
以
上
の
効
果
を
感

じ
て
い
る
。
人
口
減
少
や
決
算
審
査
意
見
を
踏
ま
え
、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
事
業
展
開
を
期
待
す
る
。
交
流

の
場
と
な
る
地
域
の
施
設
整
備
も
積
極
的
に
進
め
ら

れ
、
市
民
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。
今
後
も
健
全
な

財
政
運
営
を
堅
持
し
つ
つ
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
も

含
め
、
市
民
に
寄
り
添
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。
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QA
Ａ
Ｐ
Ｄ（
聴
覚
情
報
処
理
障
害
）

お
よ
び
Ｌ
ｉ
Ｄ
（
聞
き
取
り
困

難
症
）
の
症
状
と
し
て
「
騒
が

し
い
場
所
や
早
口
の
会
話
が
聞

き
取
れ
な
い
」「
聞
き
間
違
い

が
多
い
」「
複
数
人
の
会
話
が

難
し
い
」
な
ど
が
あ
る
。

聞
こ
え
て
い
る
の
に
聞
き
取
れ

な
い
。
こ
の
症
状
を
知
っ
て
も

ら
い
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
理

解
を
広
げ
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
所
見
を
伺
う
。

Ａ
Ｐ
Ｄ
・
Ｌ
ｉ
Ｄ
に
は
明
確
な

定
義
や
診
断
基
準
が
な
く
、
聞

き
取
り
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
て

も
、
検
査
で
は
異
常
が
認
め
ら

れ
な
い
た
め
、
周
囲
か
ら
も
理

解
さ
れ
に
く
く
、
認
知
度
も
低

い
状
況
に
あ
る
。

市
と
し
て
も
、
症
状
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
当
事
者
の
自

己
認
識
に
つ
な
げ
、
周
囲
の
理

解
や
協
力
を
得
ら
れ
る
こ
と

で
、「
聞
き
取
り
に
く
さ
」
を

軽
減
す
る
支
援
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。 

ま
ず
は
、
Ａ
Ｐ
Ｄ
・
Ｌ
ｉ
Ｄ
の

症
状
や
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
な
ど
を
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
掲
載

す
る
ほ
か
、
関
係
部
署
と
も
情

報
共
有
し
な
が
ら
、
周
知
に
努

め
て
い
き
た
い
。

Ａ
Ｐ
Ｄ（
聴
覚
情
報
処
理
障
害
）

お
よ
び
Ｌ
ｉ
Ｄ
（
聞
き
取
り
困

難
症
）
に
つ
い
て

秩父　博樹
（公明党）

聞
い
て
み
た
い
な

　
　
　

こ
ん
な
こ
と

般

一

質

問

一
般
質
問
と
は
？

　

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い

て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま

す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活
に
関
わ

る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

質
問
議
員
6
人　
質
問
項
目
8
件

　
一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
各
議
員
顔
写
真
の
下
に
あ

る
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
へ
の
対
応
例

・
話
し
掛
け
る
前
に
、
名
前
を
呼
び

掛
け
た
り
、
肩
を
た
た
き
注
意
を

向
け
る
。

・
何
か
を
し
な
が
ら
話
を
し
な
い
。

・
表
情
豊
か
に
話
す
。

・
短
く
ゆ
っ
く
り
話
し
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
交
え
る
。

・
文
字
や
絵
を
提
示
し
な
が
ら
話

す
。

・
聞
き
取
れ
な
い
こ
と
を
怒
ら
な

い
。

周
囲
の
方
々
が

協
力
で
き
る
こ
と
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QA
大
仙
市
の
底
力
を
高
め
る
に

は
、
就
業
人
口
の
多
い
農
業
の

活
性
化
が
鍵
で
あ
る
。

米
づ
く
り
に
意
欲
が
戻
っ
て
き

た
今
こ
そ
、産
業
育
成
へ
の「
投

資
」
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
後

継
者
が
笑
顔
で
自
信
を
持
っ
て

取
り
組
め
る
農
業
を
、
大
仙
市

か
ら
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
求

め
る
。

国
に
お
い
て
も
、
水
田
政
策
を

令
和
９
年
度
か
ら
根
本
的
に
見

直
す
と
し
て
い
る
。
市
と
し
て

も
、
地
域
農
業
の
在
り
方
を

し
っ
か
り
議
論
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
さ
ら
な
る

投
資
的
な
振
興
策
を
講
じ
る
必

要
性
に
つ
い
て
も
認
識
し
て
い

る
。

現
在
、「
農
業
と
食
活
性
化
プ

ラ
ン
」、「
畜
産
振
興
プ
ラ
ン
」、

「
第
５
次
農
業
振
興
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
お
り
、
農
業
政

策
の
転
換
期
に
対
応
し
た
施
策

を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

後
継
者
が
笑
顔
で
自
信
を
持
っ

て
農
業
に
取
り
組
む
力
強
い
農

業
の
確
立
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ

る
施
策
を
総
動
員
し
た
積
極
的

な
農
業
政
策
を
展
開
し
て
い

く
。

県
に
よ
る
改
良
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
主
要
地
方
道
角
館
六

郷
線
に
つ
い
て
、
太
田
地
域
横

沢
・
中
里
の
住
宅
密
集
地
で
は
、

県
が
検
討
す
る「
バ
イ
パ
ス
案
」

に
対
し
、
地
元
で
は
、
流
雪
溝

の
機
能
不
足
や
空
き
家
の
増
加

と
い
っ
た
課
題
解
決
に
つ
な
が

ら
ず
、
増
え
た
道
路
の
維
持
管

理
費
が
か
か
り
続
け
る
と
し
て

「
現
道
拡
幅
案
」
を
希
望
し
足

踏
み
状
態
に
あ
る
。
市
街
地
整

備
に
つ
い
て
は
市
も
関
係
す
る

た
め
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

沿
線
の
太
田
地
域
横
沢
・
中
里

地
区
は
住
宅
が
密
集
し
、
道
幅

も
狭
く
、
歩
道
も
一
部
し
か
整

備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
大
型

車
の
す
れ
違
い
や
歩
行
者
の
安

全
確
保
に
課
題
が
あ
る
。

「
現
道
拡
幅
案
」
は
、
除
排
雪

の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
が
、
多

額
の
補
償
費
や
長
期
化
の
懸
念

が
あ
る
。

「
バ
イ
パ
ス
案
」
は
、
車
両
通

行
状
況
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る

が
、
優
良
農
地
の
分
断
や
、
路

線
の
維
持
費
増
、
地
域
の
空
洞

化
と
い
っ
た
懸
念
も
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
費
用
対
効
果
の

ほ
か
、
安
全
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
、
除
排
雪
等
な
ど

を
考
慮
し
、
地
元
の
意
向
を
踏

ま
え
た
進
展
を
望
む
。
引
き
続

き
、
早
期
実
現
に
向
け
、
県
へ

要
望
し
て
い
く
。

大
仙
市
の
農
業
政
策
に
つ
い
て

渡邊　秀俊
（新政会）

金谷　道男
（大地の会）

QA 主
要
地
方
道
角
館
六
郷
線
整
備

に
つ
い
て

通称「角
かくろくせん

六線」沿線の太田地域横沢・中里地区
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QAQA

QA 無
償
化
の
流
れ
を
前
に
進
め
、

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
を

戸嶋貴美子
（だいせんの会）

佐藤　文子
（日本共産党）

ジ
ャ
ン
ボ
う
さ
ぎ
を
活
用
し
た

地
域
振
興
と
飼
育
普
及
支
援
の

未
来
展
望
に
つ
い
て

学
校
給
食
が
無
償
化
と
な
っ
た

が
、
学
用
品
費
、
制
服
・
か
ば

ん
な
ど
の
入
学
準
備
金
、
修
学

旅
行
費
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど

が
高
額
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
と
な
る

よ
う
、
ま
ず
は
負
担
の
大
き
な

学
用
品
費
と
修
学
旅
行
費
の
無

償
化
を
検
討
で
き
な
い
か
。

学
用
品
や
修
学
旅
行
は
保
護
者

に
費
用
負
担
が
生
じ
る
た
め
、

経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
に
は
、

就
学
援
助
制
度
で
、
新
入
学
用

品
費
や
毎
年
の
学
用
品
費
に
は

一
定
額
を
、
修
学
旅
行
費
に
は

実
費
を
支
給
し
て
い
る
。

教
育
費
へ
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
学
用
品
の
範
囲
や
、
修
学

旅
行
の
日
程
や
行
き
先
等
に
よ

る
金
額
の
違
い
、
制
度
の
持
続

性
な
ど
、
課
題
に
対
す
る
整
理

が
必
要
で
あ
る
。

無
償
化
は
、
市
全
体
の
子
育
て

支
援
制
度
の
枠
組
み
の
中
で
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

ま
ず
は
各
校
の
実
態
把
握
と
課

題
整
理
を
進
め
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
農
業
の
担
い
手

育
成
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

中
仙
地
域
で
改
良
と
保
存
が
引

き
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
な
家

畜
で
あ
る
ジ
ャ
ン
ボ
う
さ
ぎ
。

地
域
振
興
と
飼
育
普
及
支
援
の

未
来
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

毎
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
全

国
ジ
ャ
ン
ボ
う
さ
ぎ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」、
地
元
小
学
校
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
教
職
員

の
研
修
と
し
て
畜
舎
見
学
が
実

施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
今
年
の

ジ
ャ
ン
ボ
う
さ
ぎ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
は
大
曲
農
業
高
校
畜
産

部
で
出
店
を
計
画
し
て
い
る
な

ど
、
教
育
現
場
と
も
連
携
し
な

が
ら
地
域
の
農
業
や
歴
史
学
習

の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い

る
。

飼
育
の
普
及
や
促
進
に
対
す
る

支
援
策
と
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
伺
う
。

飼
育
方
法
な
ど
の
研
修
や
飼
育

ゲ
ー
ジ
の
無
償
貸
し
付
け
の
ほ

か
、
中
仙
地
域
総
合
畜
産
振
興

会
小
家
畜
部
会
に
対
し
配
合
飼

料
の
購
入
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

今
後
は
、
多
面
的
な
価
値
を
持

つ
ジ
ャ
ン
ボ
う
さ
ぎ
を
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
た
め
、「
全
国
ジ
ャ

ン
ボ
う
さ
ぎ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
継
続
的
に
開
催
し
、
観

光
商
品
や
体
験
型
観
光
と
組
み

合
わ
せ
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
さ

ら
に
高
め
て
い
き
た
い
。

若
い
世
代
へ
の
普
及
を
図
る
た

め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て

魅
力
発
信
す
る
と
と
も
に
、
飼

育
や
普
及
促
進
の
た
め
の
支
援

を
継
続
し
、
地
域
の
活
性
化
や

観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
。
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「
の
り
の
り
き
っ
ぷ
」
に
よ
り
、

75
歳
以
上
や
免
許
自
主
返
納
者

が
年
間
５
千
円
の
交
通
費
助
成

を
受
け
ら
れ
る
が
、
交
通
空
白

地
域
に
住
む
方
は
、
１
回
の
タ

ク
シ
ー
代
が
高
額
と
な
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
市

民
を
救
済
で
き
る
制
度
設
計
は

可
能
か
。

市
で
は
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

再
編
や
住
民
主
体
の
移
動
手
段

導
入
を
視
野
に
次
期
交
通
計
画

を
策
定
中
で
あ
り
、
民
間
タ
ク

シ
ー
支
援
拡
充
は
公
共
交
通
空

白
地
域
解
消
に
向
け
た
施
策
の

中
で
検
討
す
べ
き
と
認
識
し
て

い
る
。

路
線
バ
ス
利
用
に
お
け
る
一
律

運
賃
設
定
は
可
能
か
。

路
線
バ
ス
の
一
律
運
賃
は
民
間

事
業
者
の
採
算
性
を
踏
ま
え
導

入
困
難
で
あ
る
が
、
他
自
治
体

事
例
や
事
業
者
意
見
を
参
考
に

研
究
す
る
。

東
京
都
の
「
シ
ル
バ
ー
パ
ス
」

を
参
考
に
高
齢
者
定
期
券
の
導

入
は
で
き
な
い
か
。

交
通
体
系
や
財
政
規
模
が
異
な

る
た
め
同
様
の
制
度
導
入
は
難

し
い
が
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

外
出
で
き
る
移
動
環
境
の
確
保

に
努
め
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
全
て
の
人
に
や

さ
し
い
ト
イ
レ
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

QAQA

QA

挽野　利恵
（公明党）

高
齢
者
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

　

全
国
各
地
の
議
員
が
、
大
仙

市
で
取
り
組
む
施
策
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め
視
察
に
訪
れ
て
い
ま

す
。

　

担
当
職
員
に
よ
る
説
明
や
、

活
発
な
質
疑
応
答
を
通
じ
て
、

大
仙
市
の
実
情
や
工
夫
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

訪
れ
る
側
に
と
っ
て
は
先
進

的
な
取
り
組
み
を
直
接
学
び
、

自
ら
の
ま
ち
の
課
題
解
決
や
新

た
な
政
策
づ
く
り
に
役
立
て
る

大
切
な
機
会
と
な
り
ま
す
。
受

け
入
れ
る
側
に
と
っ
て
も
、
取

り
組
み
を
全
国
に
発
信
し
、
他

自
治
体
か
ら
の
質
問
や
意
見
を

受
け
る
こ
と
で
施
策
を
客
観
的

に
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま

す
。

　

意
見
交
換
や
情
報
共
有
に
よ

る
学
び
合
い
を
通
じ
て
、
市
の

魅
力
や
取
り
組
み
を
広
く
発
信

し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

令和７年度上半期  全国からの行政視察受け入れ状況
№ 月　日 市町村名 人数 視察項目

1 5 月 15 日㈭ 栃木県さくら市 10 ・大曲駅前開発について

2 5 月 20 日㈫ 群馬県館林市 7 ・健幸まちづくりプロジェクトについて

3 5 月 27 日㈫ 岩手県一関市 13 ・大仙市における空き家対策について
・びおらの支援業務について

4 6 月 26 日㈭ 島根県安来市 4 ・都市機能の集約と地元商店主の主体的な取組による
まちづくり

5 6 月 30 日㈪ 愛媛県西条市 11 ・新規就農者の支援及び農業の後継者対策について

6 8 月 29 日㈮ 宮崎県宮崎市 1 ・学力向上の取組について
・ICTを活用した教育について

大
仙
市
の
こ
ん
な
取
り
組
み
が
学
ば
れ
て
い
ま
す
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【当日の回答】
№ 地域 いただいたご意見 当日の回答

1

大
曲

市民の声を聞く機会を増やしてほしい。ワールド
カフェ方式の市政懇談会は１日だけで夜限定。他
は平日開催のため参加者が限られ、さまざまな年
齢、職種の方が集まりにくく、子どもの声も反映さ
れにくい。

ワールドカフェ方式は参加者から「回数を増やし
てほしい」との声が寄せられるなど好評でした。
今後も議会として工夫しながら検討していきま
す。市政懇談会は重要な取り組みですので、要望
に応じて充実させていきたいと考えています。

2
免許を返納すると市街地に出る手段がなくなる。
5,000円の交通費助成はあるが、角間川・藤木
地域で1日1本でも循環バスを運行できないか。

ニーズ調査を委員会でも取り上げます。乗り合い
タクシーの事前登録もニーズ把握に有効です。市
街地から遠い地域への補助額引き上げなども考
えられます。

3 神
岡

関東圏などへの移住促進PRはどのように行って
いるのか。他自治体との差別化はあるのか。

大仙市にゆかりのある人には、市民を通じて情
報を届けたり、公式LINEや地域おこし協力隊の
SNSで発信したりしています。ゆかりのない人に
は、まず市を訪れてもらい、関係人口になってもら
うことを重視しています。補助金での誘致競争は
避けています。

4
西
仙
北

現在の議員定数24人について、人口減少に応じ
た明確な基準を設けるべきではないか。大仙市の
定数は県内の他市町村と比べて多いのか少ない
のか。高齢の議員が多い中で、今後の議会の活性
化をどのように図るのか。

大仙市は東京都の1.4倍の面積があり、24人で市
民の声を十分に吸い上げられるかはまだ判断基
準がありません。議員数が多いほど地域の声が
反映されやすい傾向にあると感じます。定数につ
いてさらに検討が必要です。議員の高齢化は課
題ですが、年齢構成は有権者の判断に委ねられ
るものであり、若年だけ、高齢者だけが望ましい
というものではないと考えています。

5
中
仙

以前も要望したが、中仙イオン付近の丁字路は大
型ダンプの出入りが多く危険である。付近の草刈
りも自治会の負担で対応している。

状況を把握しており、建設部と協議します。大型
ダンプの出入口変更も含め、現場を見ながら対応
を検討します。

6
スクールバスが廃止され、市保有のバスが老人ク
ラブや婦人会で使いづらくなった。研修や視察に
補助を行うことはできないか。

研修・活動する際に交通手段がないことは把握し
ていますので、地域の声として、市に対して、働き
掛けや提案を行っていきます。

7 協
和

水田利活用補助金の単収設定が中山間地の地域
性を考慮しておらず、大仙市平均に届かないと補
助金が出ない。団地加算はあるが収量基準は改
善されず、農水省に相談しても進展がない。コメ
は合併前の単収に戻した経緯があるのに、大豆
は未対応である。農地維持のため、地域ごとの単
収設定と指標明示を求める。

協和地域のような条件不利地では単収が低く、
地域ごとの基準づくりが必要と考えています。常
任委員会でも議論を重ね、市へつなげていきま
す。国の補助制度も含め区域割の見直しが必要
で、現状の区分は実態と合っていません。特に大
豆は収量基準が補助対象に影響するため、早期
に結論を出せるよう議論を進めたいと考えていま
す。

8 南
外

NPO法人「南外さいかい市」による高齢者無料
送迎サービス（市中心部の病院への送迎と診察
待ち時間中の野菜販売）について、良い取り組み
なので、現在の年間30万円の助成金を増額すれ
ば、週1回以上の実施も可能ではないか。

非常に良い取り組みと認識しています。5月の補
正予算で「地域交通対策事業」として実施されて
おり、今後の施策は実績を見て検討します。南外
地域はモデル事業であるため、将来的には他地
域への拡大も検討してまいります。

　６月 21日および 23日から 27日まで開催した、大仙市議会 ｢市政懇談会｣ でいただいた意見等
をお知らせします。まちづくりや防災をはじめ、幅広い分野にわたり多くの貴重なご意見をいただき
ました。今後の議会活動や市政運営の参考としてまいります。
※紙面の都合上、ご意見等は一部抜粋して掲載しております。
※市議会ホームページに、当日いただいた 112件、全てのご意見等を掲載
しております。右側の二次元コードまたはURL からご覧ください。
URL　https://www.city.daisen.lg.jp/archive/p20250411150150

市政懇談会でいただいたご意見・ご要望について

全てのご意見等はホーム
ページをご覧ください。
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№ 地域 いただいたご意見 当日の回答

9 南
外

熊対策の根本的な改善策として、森林環境譲与
税等を活用し、山に熊がとどまれるような環境
（広葉樹・針葉樹混合林化）を整備してほしい。
自分もここが好きで移住してきた者として、大仙
市の自然や人口対策を頑張っていただきたい。

人命尊重と熊の保護の両立が理想ですが、現状
は人命尊重が最優先です。広葉樹・針葉樹混合
林化は森林整備事業の一環として進めています
が、効果が出るには時間がかかります。それまで
は捕獲や駆除も必要となることをご理解くださ
い。

10

仙
北

消防団員から、大会に向けた練習時間が長く負
担になり、新しい人が入団しにくいという声もあ
る。山形県では大会を中止した例もあると聞く
が、大仙市ではどのような対応が検討されている
のか。

団員確保と技術向上の両立が課題です。大会が
入団の妨げになる面もあるため、優先すべき事項
や両立の方法を踏まえ、検討してまいります。

11 学校統合の話が出ているが、統合場所など、進捗
を教えてほしい。

令和14年まで東部で小学校、中学校をそれぞれ
１校に統合する方針です。具体的な候補地はまだ
決まっていません。必要とされる敷地面積は6～
10ヘクタールです。

12 太
田

空き家対策の予算はどのように使われているの
か。代執行（市が解体し、所有者から費用を徴収
する）は行うのか。

風でトタンが飛ぶなど危険な空き家について、所
有者や近隣住民による解体等の助成金として使
われています。代執行は、費用徴収の困難さや、
所有者が市による代執行を期待してしまう懸念が
あるため、原則行いません。

【行政側へ伝えたご意見等】
№ 地域 いただいたご意見

1

大
曲

図書館ボランティアを続けているが、大曲小学校の図書室はバーコード管理がなく蔵書数も不明で、
専属の司書もいない。先生は多忙で管理が難しく、本を増やすだけでなく、ソフト面や管理にも予算を
充ててほしい。

2 農地の受け手を農業公社に相談したところ、自分で探して来るようにとのことだった。受け手を斡
あっせん

旋す
る仕組みがあればよいのでは。

3
個人情報保護と地域活動の実態との間に矛盾を感じる。敬老会助成金の申請書に、関係する高齢者
の住所の番地や生年月日まで記載するよう求められる。活動する側が利用しやすいようにしてほし
い。

4 神
岡

のりのりきっぷの額が7,000円から5,000円に減額されたが、今後なくなるのではないかと不安であ
る。継続してほしい。

5
西
仙
北

昔は口頭で連絡があったが、今はインターネットやスマートフォンに頼りがちで、高齢者には情報が届き
にくい。災害時に直接口頭で情報を伝える体制を整備してほしい。

6 協
和

協和地域の放課後児童クラブは小学校の教室で活動しており、保護者が必ず迎えに行く必要があ
る。学校まで20分から30分かかる場合もあり、負担が大きい。親の同意の下、定期バスで帰宅させる
仕組みを導入できないか。共働き世帯の負担軽減や移住定住促進にもつながる施策として検討してほ
しい。

7 太
田 監視カメラとAI技術を活用し、熊などの害獣を早期に発見できるシステムの導入も有効ではないか。

南外会場 仙北会場 花館会場
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７
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、
宮
城
県
栗

原
市
と
福
島
県
福
島
市
で
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

栗
原
市
で
は
「
移
住
定
住
促
進
の
取
組
」

を
研
修
し
、
市
民
・
地
域
・
行
政
が
連
携
し

て
移
住
相
談
や
空
き
家
活
用
、
住
宅
助
成
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

市
民
は
移
住
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て

交
流
を
担
い
、
地
域
で
は
商
店
街
で
の
開
業

が
進
み
、
行
政
は
体
験
住
宅
や
就
業
支
援
を

行
う
な
ど
役
割
分
担
が
特
徴
的
で
し
た
。
ま

た
、
移
住
支
援
金
や
米
の
支
給
と
い
っ
た
制

度
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
と

い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
も
効
果
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

福
島
市
で
は
、
職
員
主
体
の
業
務
改
善
運

動
「
か
え
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
つ
い
て
研
修

し
ま
し
た
。
同
市
は
職
員
提
案
に
よ
る
業
務

改
善
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
令
和
５
年
度

は
１
２
０
件
超
の
改
善
で
数
千
時
間
・
数

千
万
円
を
削
減
。
各
種
シ
ス
テ
ム
の
内
製
化

等
に
よ
る
業
務
効
率
化
を
進
め
、
良
い
提
案

に
つ
い
て
は
市
長
表
彰
や
庁
内
報
で
共
有
す

る
と
い
う
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
佐
藤　
芳
雄
）

　
７
月
８
日
・
９
日
の
２
日
間
、
山
形
県
村
山

市
と
栃
木
県
矢
板
市
を
訪
問
し
、
旧
校
舎
を
活

用
し
た
複
合
施
設
の
事
例
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
村
山
市
の
「L

リ
ン
ク

ink M

ム

ラ

ヤ

マ

U
RA

YA
M

A

」
で
は
、

整
備
段
階
か
ら
入
居
希
望
者
・
利
用
者
の
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
機
能
や
配
置
を
決
定
し
、

民
営
の
宿
泊
施
設
と
公
共
ス
ペ
ー
ス
の
シ
ャ

ワ
ー
・
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
の
配
置
に
よ
り
公
民

が
相
互
に
利
便
性
を
高
め
合
う
仕
組
み
を
実
現

し
て
い
ま
し
た
。

　

矢
板
市
の
「
泉
き
ず
な
館
」
は
、
公
民
館
・

保
育
所
・
郷
土
資
料
館
・
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
を
統
合
。
保
育
所
と
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
交
流

会
や
、
旧
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
転
用
し
た
駐
車
場
整

備
、
稼
働
率
の
高
い
体
育
館
な
ど
、
地
域
の
つ

な
が
り
強
化
に
も
寄
与
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
新
設
に
よ
る
コ
ス
ト
増
や
、
市

中
心
部
か
ら
の
移
転
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
課
題
も

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、施
設
整
備
が
地
域
の
「
に

ぎ
わ
い
」
や
「
つ
な
が
り
」
を
重
視
し
て
い
た

点
が
印
象
的
で
、
得
ら
れ
た
知
見
を
生
か
し
、

柔
軟
で
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
山
谷　
喜
元
）

総
務
企
画
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

教
育
厚
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

かえるチャレンジを視察（福島市）

高校旧校舎を活用した Link MURAYAMA（村山市）

移住定住促進の取組を視察（栗原市）

中学校旧校舎を活用した泉きずな館（矢板市）
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７
月
３
日
・
４
日
の
２
日
間
、
北
海
道
北
斗
市

と
函
館
市
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

北
斗
市
で
は
「
雇
用
支
援
事
業
」
と
「
恵
ま
れ

た
交
通
ア
ク
セ
ス
を
生
か
し
た
産
業
振
興
と
雇
用

の
場
の
創
出
」
を
研
修
し
ま
し
た
。
市
内
事
業
所

に
就
職
を
目
指
す
受
験
者
に
対
し
、
採
用
試
験
地

ま
で
の
交
通
費
お
よ
び
宿
泊
費
の
助
成
を
実
施
し

て
お
り
ま
し
た
。

　

市
内
事
業
所
に
対
し
て
は
、
求
人
情
報
サ
イ
ト

や
メ
デ
ィ
ア
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
活
用
し
求
人
活
動

を
行
う
掲
載
料
や
配
布
に
係
る
経
費
の
一
部
補
助

を
す
る
な
ど
、
人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
事
業
展

開
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
の
北
海
道
新
幹
線
開
業
に
合

わ
せ
改
称
し
た
「
新
函
館
北
斗
駅
」
周
辺
に
お
い

て
も
交
通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

駅
前
地
区
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致
の
推
進
や
北

斗
Ａ
Ｉ
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設
立
し
、
地
元
Ｉ
Ｔ
人
材

の
確
保
や
、
若
者
の
地
元
定
着
促
進
に
取
り
組
ま

れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

函
館
市
で
は
観
光
施
設
の
視
察
を
行
い
、
多
様

化
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
事
業
に
対
応
し
た
多

言
語
ガ
イ
ド
ボ
ー
ド
の
設
置
状
況
や
来
訪
者
向
け

交
通
ア
ク
セ
ス
の
情
報
発
信
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
研
修
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会　
委
員
長　
挽
野　
利
恵
）

　
７
月
28
日
、
市
内
公
園
施
設
の
現
状
と
整
備
、

管
理
状
況
の
確
認
の
た
め
、
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

１
カ
所
目
の
桂
公
園
は
、
施
設
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
や
、
園
内
高
木
の
根
上
が
り

に
よ
る
外
周
歩
道
の
起
伏
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

植
栽
の
繁
茂
も
進
ん
で
お
り
、
利
用
者
の
利
便

性
と
景
観
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
部
好
ま
し
く
な

い
状
況
も
見
受
け
ら
れ
た
ほ
か
、
記
念
植
樹
の

中
に
は
寄
贈
者
が
不
明
な
も
の
も
あ
り
、
伐
採

し
よ
う
に
も
連
絡
が
で
き
な
い
な
ど
、
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

２
カ
所
目
の
中
仙
地
域
の
ド
ン
パ
ン
広
場

は
、
令
和
６
年
度
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
等

を
設
置
し
た
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
の
修
繕
や
支
障

木
の
伐
採
を
行
っ
て
お
り
、
利
用
者
へ
の
配
慮

が
行
き
届
い
た
景
観
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

３
カ
所
目
の
神
岡
中
央
公
園
は
、
子
育
て
世

代
の
利
用
が
多
い
公
園
で
あ
り
、
令
和
５
年
度

か
ら
６
年
度
に
か
け
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具

を
設
置
し
た
ほ
か
、
園
路
や
憩
い
の
広
場
の
整

備
に
加
え
て
あ
ず
ま
や
転
落
防
止
柵
の
改
修
な

ど
安
全
面
を
考
慮
し
た
整
備
が
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
挽
野　
利
恵
）

産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

雇用支援等を視察（北斗市）

神岡中央公園 ドンパン広場 桂公園

観光施設を視察（函館市）
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きかせて！あなたのミライ

大仙市の小学生が将来の夢を語るコーナーです。

委員長

挽野 利恵

だ
い
せ
ん
市
議
会
だ
よ
り

第
82号

■
発
行
／
大
仙
市
議
会

〒
014-8601

秋
田
県
大
仙
市
大
曲
花
園
町
１
番
１
号

TEL 0187-63-1111（
代
）
編
集
／
大
仙
市
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　
　
印
刷
／
株
式
会
社
松
本
印
刷

髙橋　志由 さん （横堀小学校６年）
たかはし し よ り

FacebookとInstagramで議会の情報を発信しています

Facebook Instagram

■私が学校で頑張っている活動は委員会活
動です。私は図書委員会に所属しています。
全校のみんなに本を好きになってもらえるよう
に、意見を出し合いさまざまな取り組みについ
て考えています。■私の将来の夢は看護師に
なることです。その夢に向かって、今から人と
関わることを大切にしています。看護師の仕
事は、患者さんや先生方とたくさん関わる機
会があります。その時に優しく接することがで
きるように、言葉遣いなどを気を付けていま
す。■理科や国語、算数などの勉強も頑張っ
ています。難しい問題もありますが、家庭学習
でも復習に取り組み、未来の自分のために努
力しています。この努力を、これからも続けて
いきたいです。

編 集
後 記

■身の引き締まる思いで臨んだ改選後初の臨時議会。新しい議長・副議長をはじ
め、各常任委員会等の構成が決まり、新体制での議会活動がスタートしました。■
広報広聴常任委員会としましては、議会の活動を分かりやすく市民の皆さまに伝
えるとともに、市民の声を議会に届ける双方向のコミュニケーションを大切にして
まいります。■本号では、令和６年度の決算審査や９月定例会の一般質問・議案
審議のほか、６月に開催した市政懇談会でいただいた皆さまの貴重なご意見も紹
介しています。■皆さまに読みやすく、身近に感じてもらえる紙面づくりに努めて
まいりますので、どうぞ今後も、市議会だより「あなたのギカイ」をよろしくお願い
します。

※定例会日程は変更される場合があります。
　変更内容は、議会ホームページでお知らせします。

こちらの二次元コードからメールを
作成いただけます。

月定例会 市議会だよりのご感想などをお寄せください

議会の傍聴について 請願・陳情について

日 月 火 水 木 金 土
11/23 24 25 26 27 28 29

30 12/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

本会議
議案等上程

各常任委員会
議案審査等

各常任委員会
議案審査等

本会議
一般質問等

本会議
委員長報告等

本会議
一般質問

本会議および委員会は公開
されており、傍聴すること
ができます。
傍聴をご希望の方は、議会
開会日に、市役所大曲庁舎
３階、議会事務局窓口まで
お越しください。

12月定例会で審査される
請願・陳情は、11月19日
㈬までに提出されたもの
で、それ以降に提出され
たものは、次の定例会で
の審査となります。

市議会だよりのご感想や大仙市議会に対するご意見、ご要望
などを次の方法により、議会事務局へお寄せください。　
①郵　送　・宛先：〒014-8601  大仙市大曲花園町1番1号
　　　　　　　　　　　　　　大仙市議会事務局あて
②ＦＡＸ　・番号：0187-62-8822（議会事務局専用）
③メール　・アドレス：gikai@city.daisen.lg.jp

12
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